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第7回9月定例会

　平成29年第7回（9月）定例会を、9月20日

～22日までの3日間の会期で開きました。

　本定例会では、平成28年度各会計の決算認

定や平成29年度一般会計及び特別会計補正予

算案等21議案を審議しました。（審議結果は

11ページをご覧ください。）

　また、開会初日には一般質問が行われ、5

人の議員が村の対応や考えを問いました。

議会広報

歳入79億5,068万円歳入79億5,068万円歳入79億5,068万円歳入79億5,068万円

（6会計）を認定（6会計）を認定

平成28年度 会計別決算状況

会　計　名

一 般 会 計

診　　療　　所

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

水　道　事　業

船 舶 運 航 事 業

決　算　額

歳入（収入）

単位：円

歳出（支出）

5,390,767,703

368,786,311

1,129,278,773

69,027,789

233,115,539

759,706,373

5,262,867,982

318,790,980

1,084,785,279

67,618,984

209,093,550

629,913,442

特

　別

　会

　計
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村税
349,599

地方交付税
2,138,793

国庫支出金
765,005

県支出金
853,532

地方譲与税 43,590 利子割交付金 269

県民税配当割市町村交付金 439

県民税株式等譲渡所得市町村交付金 343

地方消費税交付金 62,414

ゴルフ場利用税交付金 2,153

自動車取得税交付金8,244

国有提供施設等所在地町村
交付金 75,915

地方特例交付金 485

交通安全対策特別交付金 1,708
使用料及び手数料 95,276

財産収入 113,612

寄付金 13,716

繰入金 373,829

繰越金 207,984

諸収入 87,336

村債
174,848

分担金及び負担金 21,677

合計 5,390,767千円合計 5,390,767千円

歳入決算額の状況（単位／千円）

一般会計
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平成29年

　平成28年度決算の認定にあたっては、

全議員で構成する決算審査特別委員会を

設置し、付託された各会計決算の議案に

ついて、慎重に審査を行いました。

　その結果、付託された6会計決算はすべて

認定すべきものと決定されました。

議会広報

総額 歳出75億7,307万円総額 歳出75億7,307万円総額 歳出75億7,307万円総額 歳出75億7,307万円

平成28年度決算（平成28年度決算（

※一般会計歳出予算額（52億6,286万7千円）を平成29年3月末の
人口（4,633人）、世帯（2,217世帯）で割り、算出しました。

村民1人当たりに使われたお金はいくら？

 1人当たり 1,135,952円

 1世帯当たり 2,373,868円

議会費 69,007

労働費 0

消防費
22,115

災害復旧費 0

諸支出金
20,057

予備費 0

総務費
1,227,632

民生費
954,336商工費

350,861

教育費
747,376

公債費
451,490

土木費
343,362

農林水産業費
789,685

衛生費
286,946

合計 5,262,867千円合計 5,262,867千円

目的別歳出決算額の状況（単位／千円）

一般会計

一般

会計
一般

会計
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決算審査特別委員会質疑

Ｌ
Ｈ
Ｄ
デ
ッ
キ
の
建
設
に
つ
い
て
建
設

残
土
が
使
わ
れ
て
い
る
が
公
共
工
事
と

同
じ
村
の
土
地
を
使
用
さ
せ
、
し
か
も
建
設

残
土
を
無
償
で
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

基
本
的
に
Ｌ
Ｈ
Ｄ
の
工
事
に
つ
い
て
は

中
止
を
求
め
て
い
く
と
い
う
中
で
、
分

遣
隊
あ
る
い
は
工
事
関
係
者
に
聞
き
取
り
を

行
い
、
内
部
で
ど
の
よ
う
な
方
法
が
で
き
る

の
か
調
整
し
て
き
た
い
。

Ｅ
＆
Ｃ
セ
ン
タ
ー
運
営
費
に
つ
い
て
村

内
か
ら
出
る
大
型
家
電
、
村
の
産
廃
業

者
が
村
外
へ
搬
出
し
て
い
る
と
思
う
が
、
平

成
28
年
度
分
の
村
の
実
績
は
。

平
成
28
年
度
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
収
集

運
搬
実
績
と
い
た
し
ま
し
て
、
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
あ
わ
せ
て

１
７
５
台
で
運
搬
実
績
と
し
て
65
万
１
，５

２
１
円
で
す
。

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
診
療
所
会
計
へ
の

繰
出
金
は
５
，
０
０
０
万
円
か
ら
多
い

と
き
で
は
６
，
０
０
０
万
円
と
い
う
多
額
の

お
金
が
繰
り
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
数
年
は
３
，
０
０
０
万
円
台
に
な
っ
て
お

り
診
療
所
関
係
者
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
28
年
度
は
５
０
０
万
円
余
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
多
く
な
っ
た
理
由
は
。

人
工
透
析
に
係
る
人
件
費
と
し
て
28
年

度
は
５
０
０
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

長
寿
を
誇
る
長
野
県
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
が
、
長
野
県
で
は
い
ろ
ん
な
方
策

で
健
康
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
村

で
も
、
村
長
が
先
頭
に
立
っ
て
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
必
要
は
な
い
か
。

ま
ず
は
役
場
か
ら
盛
り
上
げ
な
が
ら
、

健
康
福
祉
ま
つ
り
、
あ
る
い
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
と
連

携
を
図
り
全
村
的
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
が
委
託
管
理
し
て
い
る
か
ん
水
車

の
使
用
目
的
が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
だ
け
に

限
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
他
の

作
物
農
家
か
ら
、
か
ん
水
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

多
種
多
様
な
農
産
物
に
使
用
で
き
る
の
か
。

製
糖
工
場
で
管
理
し
て
お
り
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
だ
け
に
特
化
し
て
い
る
よ
う
に
、
農
家

の
皆
さ
ん
が
思
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
干

ば
つ
協
議
会
で
も
、
次
は
作
物
全
体
を
対
象
と

し
た
干
ば
つ
対
策
に
入
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
話
も
や
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

委
託
管
理
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
側
と
も
、
か
ん
水
車

の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
度
、
確
認
を
し
な
が
ら

利
用
目
的
に
沿
っ
た
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
調

整
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
教
育
費
の
予
算
残
が
全
体
的
に

多
い
よ
う
な
気
が
し
、
予
算
管
理
が

ち
ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
感
じ
を
受

け
る
が
、
そ
の
理
由
の
説
明
を
願
い
た
い
。

教
育
長
と
し
て
管
理
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
平
成
29
年
度
は
も
っ
と
細
か
に
確
認
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

診
療
所
で
の
診
察
者
が
増
え
施
設
全
体

的
に
手
狭
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
患
者
と
感
染
し
て
な
い
患
者
を
分
け
る
よ

う
な
隔
離
病
室
の
整
備
で
き
な
い
か
伺
い
た

い
。

隔
離
病
室
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
取
組

め
る
よ
う
業
務
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
く
診
療
所
駐
車
場
を
整
備
し
た
の

で
す
が
、
駐
車
場
が
遠
く
歩
く
の
が
大

変
で
路
上
駐
車
を
し
て
い
る
人
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
が
、
近
く
に
立
体
駐
車
の
整
備
等

は
出
来
な
い
か
。

診
療
所
の
駐
車
場
と
透
析
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
患
者
優

先
の
よ
う
な
駐
車
場
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
、
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

調
査
を
行
い
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
フ
ェ
リ
ー
欠
航
回
数
が
、

資
料
に
よ
る
と
27
回
あ
り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
に
つ
い
て
、
基
準
は
あ

る
の
か
。

台
風
に
対
し
て
、
備
え
る
た
め
に
避
難

す
る
時
機
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の

財
産
に
損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
実
際
、
風
は
強
く
な
く
て
も
、

う
ね
り
や
波
が
な
く
て
も
、
早
目
に
欠
航
を

決
め
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
港
内
の
う
ね

り
が
大
き
く
て
接
岸
出
来
な
い
場
合
は
船
長
、

運
行
管
理
者
、
両
者
で
協
議
を
し
て
決
定
を

し
て
い
る
状
況
で
す
。

村
外
へ
の
行
事
が
重
な
っ
た
場
合
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
前
の
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
東
の
奥
の
方
や
伊
江
貨
物
の
南
側

の
荷
捌
き
場
の
南
側
の
ほ
う
ま
で
満
車
に
な

り
ま
す
。
以
前
は
、
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
全
部
消
え
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
が
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
は

出
来
な
い
か
。

港
湾
は
県
の
管
理
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

公
営
企
業
課
が
独
自
で
ラ
イ
ン
を
、
引

い
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
イ
ン
の
引
き
直
し
が
で
き
る
か

関
係
機
関
と
調
整
し
、
き
ち
ん
と
駐
車
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

他
の
離
島
で
は
乗
船
券
の
半
分
が
手
元

に
残
り
、
半
券
に
は
島
の
写
真
や
観
光

Ｐ
Ｒ
が
書
か
れ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。

　
観
光
を
推
進
し
て
い
る
本
村
で
も
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
半
券
が
残
る
乗
船
券
の
作

製
は
出
来
な
い
か
。

ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
か
を
含

め
て
今
後
、
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

早
目
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議会広報

問問問問 答答答

問問 答答

問問問 答答答

問答問答

答
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議会広報

平成28年度 決算審査意見書
代表監査委員　具志川 豊秀　　議選監査委員　亀里 敏郎伊江村監査委員

一般会計

決算審査の結果、財政運営は、一般会計他3特別会計

とも、所期の事業が計画どおり執行され黒字決算で翌

年度へ引き継ぐことができたことは高く評価するもの

である。今後においても、収支均衡に留意されつつ、

現下の経済の閉塞感を打破すべく積極的な投資的経費

に重点をおいた財源配分と消費的経費の節減・合理化

を図り、地方自治の本旨である「最小の経費で最大の

効果を上げる」このことが行政の使命であり、住民福

祉の増進に尚一層の努力を望むものである。

後期高齢者医療特別会計

後期高齢者医療特別会計は「高齢者の医療の確保に

関する法律」による医療制度で75歳以上と一定の障害

のある65歳以上の819人が対象の医療制度となってい

る。歳入については、後期高齢者医療保険料

（68.3％）一般会計繰入金（26.3％）等で、歳出は総

務費（1.6％）と後期高齢者医療広域連合納付金

（95.2％）となっている。

船舶運航事業会計

船舶運航事業は、新公会計制度への移行に伴い平成

26年度は欠損額が生じたが、昭和54年度以降連続の黒

字決算を維持し、当年度は1億2,979万2,931円の黒字

決算となった。

その主な要因には安定した旅客と車輌航送及び燃料

費があげられ、とりわけ燃油価格は当年度も安値で推

移しており、対前年度比1,901万2,152円（32.2％）

減となる。

燃料費は、5,887万3,400円となり営業費用の9.8％

を占める。今後の経営も燃油価格と密接な関係にある

ことから価格変動には十分配慮し経営に当たる必要が

ある。

旅客輸送については、ここ5年間は50万人越えで推

移し好調であったが、当年度は49万6,354人（1日平

均1,360人）で対前年度14,031人（△2.7％）の減と

なった。車輌航送数は、7万8,931台（1日平均216

台）で前年度比63台（△0.1％）の微減で、旅客輸送、

車輌航送ともに減となった。

当年度の欠航日数は13日で台風の影響による欠航が

8日、海上時化による欠航は5日（欠航回数27回「前年

度43.5回」）となった。

また、純利益については、当年度は1億2,979万

2,931円の利益があり、前年度比1,696万3,794円

（13.6％）増となり、船舶運航事業は健全な運営がな

されている。

これからも適正な運営計画の下、旅客及び車輌航送

の利用状況を的確に判断し、船舶運航事業の健全運営

と村民、観光客等の海上交通サービスの向上と安全運

航に取り組まれ一層の研鑽を要望します。

国民健康保険特別会計

国民保険特別会計は、総体的に見て財源の厳しい中

ではあるが健全な財政運営を目指し、国保対象者

2,096人の健康維持・増進に繋がる努力を望むもので

ある。

国民健康保険税で2,018万2,342円（159件）の収入

未済額があり、その内訳は過年度1,658万2,842円

（81件）、現年度分359万9,500円（78件）となって

いる。今後とも徴収業務に尚一層取り組みを望むもの

である。

水道事業会計

当年度の自己水源取水量は20,129㎥で前年度比69.3

％の大幅な減になっている。平成26年度の120,517㎥

以来、取水量は急激に減少傾向にあり、特に、平成27

年度、28年度はこれまでと比較して著しく低い取水量

となっている。

自己水源取水量は全ての水源地において大幅な減と

なり、特に自己水源の多くを占める湧出水源は15,070

㎥と年々減少し、極めて厳しい現状にある。

同水源は前年度の42,094㎥から27,024㎥（△64.2

％）の大幅な減となった。自然条件に恵まれず、整備の

故障や老朽化等が大きな要因と言えるが、早急な復旧

はもとより今後は施設の整備及び採算性を考慮しなが

ら重要な自己水源の確保のために努めていただきたい。

診療所特別会計

診療所特別会計は、収支においては、診療事業収入

だけでは運営できず、毎年度一般会計から繰り入れが

ある。当年度の実質単年度収支では、前年度より

3,657万2千円の減となっているが、その主な要因とし

て医療サービスの向上のために医師及び医療スタッフ

の増員等による。その結果、地域に密着した安定的な

医療が提供され外来患者が増えている。また、人工透

析センターの充実も相俟って、今後ますます村民の診

療所への期待は増大するものと思われる。今後とも村

民の健康寿命の延伸に、診療所と人工透析センター及

び保険業務との連携強化により、施設や医療機器を活

かした村民の疾病予防の強化を図り、村民の健康管理

に尚一層の取り組みを望むものである。



２
０
１

７
年
６

月
９
日
天
皇

の
生
前
退
位

特
例
法
が
、

参
院
本
会
議

で
２
０
０
年

ぶ
り
に
可
決

さ
れ
、
２
０

１
８
年
12

月

か
、
２
０
１

９
年
３
月
に

皇
位
継
承
が

実
現
す
る
と

思

わ

れ

ま

す
。
こ
の
日

程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
っ
た
９

日
の
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
明
治
以
後
は
、
一
世
一
元
と
な

り
１
９
７
９
年
公
布
の
元
号
法

も
、
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
場
合

に
限
り
改
め
る
と
規
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
平
成
時
代
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
年
号

を
契
機
に
、
昭
和
・
平
成
時
代
に

活
躍
し
、
伊
江
島
を
盛
り
上
げ

た
、
教
育
・
文
化
・
経
済
・
国
県

職
員
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
を
網
羅
し
た
、
名
鑑
を
発

刊
し
て
は
と
切
望
し
て
お
り
ま
す

が
、
御
見
解
を
伺
い
た
い
。

近
年
、
伊
江
村
史
の
他
に

村
内
各
種
団
体
に
お
い
て

「
記
念
誌
発
刊
」
の
機
運
が
高
ま

り
を
見
せ
、
平
成
５
年
に
は
、
伊

江
村
農
協
と
伊
江
漁
協
が
そ
れ
ぞ

れ
「
記
念
誌
」
を
発
刊
し
て
い
る

ほ
か
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

は
「
民
俗
芸
能
保
存
会
結
成
40

周

年
記
念
誌
」
「
葉
た
ば
こ
栽
培
55

周
年
記
念
誌
」
な
ど
、
組
織
の
発

足
か
ら
今
日
ま
で
の
足
跡
は
も
と

よ
り
、
組
織
を
支
え
て
き
た
歴
代

役
員
の
名
簿
、
有
志
の
方
々
の
回

想
録
や
座
談
会
な
ど
を
織
り
交
ぜ

た
特
色
あ
る
魅
力
的
な
も
の
ば
か

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
著
名

人
名
鑑
の
発
刊
に
つ
い
て
は
、
そ

の
意
義
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

「
著
名
人
の
定
義
」
に
つ
い
て
の

線
引
き
が
曖
昧
な
こ
と
や
、
政
治
、

経
済
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
界
等
、

各
方
面
で
の
著
名
人
の
情
報
を
収

集
し
調
査
・
編
集
・
確
認
を
行
う

た
め
に
は
、
専
門
的
知
識
を
有
し
、

地
元
の
実
情
を
熟
知
し
た
人
材
が

相
当
数
必
要
と
な
り
、
そ
れ
ら
を

統
率
す
る
卓
越
し
た
能
力
や
経
験

を
持
っ
た
有
識
者
の
確
保
等
、
現

状
に
お
い
て
は
多
く
の
課
題
が
あ

る
と
思
料
い
た
し
ま
す
が
、
当
然

編
集
委
員
の
部
分
や
事
務
局
等
、

内
部
で
発
刊
へ
向
け
検
討
し
て
い

き
た
い
。

５
月
12

日
、
沖
縄
タ
イ
ム

ス
紙
面
に
、
非
常
勤
職
員

に
も
ボ
ー
ナ
ス
、
地
方
自
治
法
改

正
、
格
差
解
消
を
図
る
と
の
記
事

が
あ
り
、
自
治
体
で
働
く
一
般
職

の
非
常
勤
職
員
に
、
期
末
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
支
給
で
き
る
よ

う
に
５
月
11

日
の
衆
院
本
会
議
で

可
決
成
立
し
て
お
り
、
施
行
は
２

０
２
０
年
４
月
１
日
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
と
な
る
。
な
お
、

改
正
法
は
一
般
職
非
常
勤
職
員
と

し
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
は
、

退
職
手
当
も
支
給
で
き
る
と
明
記

し
て
あ
り
ま
す
。

　
施
行
ま
で
時
間
的
余
裕
は
十
分

あ
る
が
、
現
時
点
で
の
改
正
法
へ

の
対
応
に
つ
い
て
御
見
解
を
伺
い

た
い
。

地
方
自
治
体
の
一
般
職
の

非
常
勤
職
員
に
期
末
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
支
給
で
き
る
よ

う
に
す
る
「
地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
改
正
法
」
が
、
国

会
に
お
い
て
可
決
成
立
し
、
５
月

17
日
に
公
布
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
、

「
非
常
勤
職
員
」
の
処
遇
を
、

「
臨
時
職
員
に
関
す
る
規
則
」
等

に
お
い
て
定
め
て
お
り
、
こ
こ
数

年
で
「
賃
金
の
ア
ッ
プ
」
や
「
有

給
休
暇
」
の
導
入
等
、
年
次
的
に

改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
４
次
に
わ
た
る
伊
江

村
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
、

正
規
職
員
に
つ
い
て
は
「
定
員
適

正
化
計
画
」
を
策
定
し
、
組
織
に

お
い
て
、
最
適
と
考
え
る
任
用
・

勤
務
形
態
の
人
員
構
成
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
保
健

師
等
の
有
資
格
者
や
能
力
経
験
の

豊
富
な
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て

も
、「
嘱
託
職
員
に
関
す
る
規
則
」

を
制
定
し
て
相
応
の
月
額
給
与
を

支
給
す
る
な
ど
、
改
善
を
図
っ
て

き
た
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
改
正
法
施
行
ま
で
２
年
余
り
あ

る
と
は
い
え
、
働
き
方
改
革
に
向

け
た
国
を
挙
げ
た
大
き
な
制
度
改

正
で
あ
り
、
関
係
条
例
の
制
定
、

人
事
・
給
与
シ
ス
テ
ム
等
の
改
修

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
と
採

用
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
も
総
務
省

か
ら
の
「
制
度
解
説
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
等
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
本
改
正
法
に
則
し
た
非
常
勤

職
員
等
の
任
用
が
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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亀里　敏郎　議員

村政のここを問う !
9 月定例会 一般質問

問

問

答

答

①
昭
和
・
平
成
時
代
の
伊
江
島
出
身
者
、
著
名
人
名
鑑
の
発
刊
に
つ
い
て

村
長
／
発
刊
へ
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い

②
自
治
体
の
一
般
職
非
常
勤
職
員
に

　期
末
手
当
と
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

村
長
／
本
改
正
法
に
則
し
た
非
常
勤
職
員
等
の
任
用
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い



伊
平
屋
村
に
お
い
て
は
、

環
境
の
美
化
、
保
全
及
び

観
光
施
設
の
維
持
整
備
に
要
す
る

費
用
に
充
て
る
た
め
、
旅
客
船
を

利
用
す
る
入
域
者
か
ら
１
人
１
０

０
円
の
協
力
税
を
徴
収
し
て
い

る
。

　
伊
江
村
に
お
い
て
も
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
環
境
美
化
や
保

全
等
の
費
用
に
充
て
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
た
い
。

「
環
境
協
力
税
」
は
、
平
成

12

年
施
行
の
地
方
分
権
一

括
法
に
よ
っ
て
、
創
設
さ
れ
た
使

途
を
限
定
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
法
定
外
目
的
税
」
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。

　
法
定
外
目
的
税
は
、
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
条
例
に
よ
り
新
設

す
る
こ
と
が
で
き
る
税
目
で
あ

り
、
実
際
に
新
た
な
税
目
を
新

設
、
施
行
す
る
に
は
、
条
例
可
決

後
、
総
務
大
臣
と
の
協
議
及
び
同

意
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
県
内
で
は
、
伊
是
名
村
、
伊
平

屋
村
、
渡
嘉
敷
村
の
三
村
が
、
法

定
外
目
的
税
と
し
て
「
環
境
協
力

税
」
を
導
入
し
て
お
り
、
環
境
協

力
税
と
い
う
名
称
の
み
な
ら
ず
、

税
収
の
使
途
及
び
税
率
も
三
村
共

通
し
、
「
環
境
の
美
化
、
環
境
の

保
全
及
び
観
光
施
設
の
維
持
整
備

に
要
す
る
費
用
」
に
充
て
る
財
源

と
し
て
導
入
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
税
率
は
、
１
回
の
入
域
に
つ
き

１
０
０
円
で
、
入
域
の
た
め
の
乗

船
券
及
び
航
空
券
を
購
入
す
る
際

に
徴
収
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た

だ
し
、
伊
是
名
村
及
び
伊
平
屋
村

で
は
障
が
い
者
及
び
高
校
生
以
下

を
課
税
免
除
と
し
て
お
り
、
渡
嘉

敷
村
で
は
障
が
い
者
及
び
中
学
生

以
下
を
課
税
免
除
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
御
質
問
の
「
環
境
協
力
税
」
の

導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
入
域
す
る
観
光

客
等
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し

て
、
住
民
も
課
税
対
象
と
な
り
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
村
に
お
い
て
は
船
舶
の
利
便

性
か
ら
高
齢
者
を
は
じ
め
、
多
く

の
住
民
が
日
常
的
に
医
療
機
関
へ

の
通
院
、
商
用
及
び
用
事
等
で
往

来
す
る
頻
度
が
非
常
に
多
い
状
況

で
あ
り
、
利
用
者
の
過
半
数
を
占

め
る
住
民
に
対
し
て
も
等
し
く
課

税
す
る
こ
と
は
、
そ
の
負
担
が
過

重
に
な
ら
な
い
か
懸
念
を
さ
れ
ま

す
。

平
成
28
年
度

に
ミ
ー
ス
ィ

公
園
や
青
少
年
旅

行
村
に
は
大
型
の

遊
具
が
設
置
さ

れ
、
幼
児
・
児
童

や
観
光
客
等
に
喜

ば
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
各
行

政
区
の
公
民
館
周

辺
や
公
園
に
設
置

さ
れ
て
い
た
遊
具

は
老
朽
化
の
た
め
撤
去
さ
れ
、
一

部
現
存
し
て
い
る
遊
具
も
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
。
各
行
政
区
、

子
ど
も
会
の
活
性
化
や
幼
児
児
童

の
憩
い
の
場
所
と
し
て
、
遊
具
の

再
設
置
は
で
き
な
い
か
伺
い
た

い
。

村
で
は
平
成
28
年
、
29
年
度

の
一
括
交
付
金
事
業
で
、

ミ
ー
ス
ィ
公
園
内
に
幼
児
・
児
童

用
遊
具
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、

駐
車
場
等
の
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
に
は
、

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
（
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
広
場
整
備
工
事
）
に
お

い
て
、
幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し

た
遊
具
や
大
人
ま
で
楽
し
め
る
健

康
遊
具
を
平
成
28

年
、
30

年
度
予

算
で
設
置
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
各
区
に
は
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
等
で
整
備
し
た
「
農
村

公
園
」
が
あ
り
、
漁
港
周
辺
に
は

漁
港
環
境
整
備
事
業
で
設
置
し

た
、
通
称
「
タ
マ
ン
公
園
」
「
カ

メ
公
園
」
等
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
62

年
か
ら
平
成
初
期
に
か

け
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
事
業
目

的
に
合
わ
せ
て
設
置
さ
れ
て
き
た

公
園
で
あ
り
、
近
年
、
遊
具
を
は

じ
め
と
す
る
施
設
の
老
朽
化
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
。
従
来
、
農
村
公
園
等
の
維

持
管
理
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

区
と
維
持
管
理
委
託
契
約
書
を
結

び
、
「
遊
具
の
修
繕
に
つ
い
て

は
、
必
要
性
・
安
全
性
を
確
認

し
、
両
者
で
折
半
し
負
担
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
、
修
繕

費
用
も
負
担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
改
修
が
進
ん
で
い
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当

面
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
安
全
・
安
心
し
て
利
用
で

き
、
健
康
的
な
遊
具
を
、
村
管
理

の
公
園
に
集
約
的
に
整
備
す
る
こ

と
を
優
先
し
て
行
い
、
各
区
公
民

館
等
へ
の
遊
具
整
備
に
つ
い
て

も
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
や
補
助
事

業
の
有
無
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案

し
た
上
で
再
整
備
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
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西崎区公民館の様子

門口公園の様子

※一般質問の詳しい内容については公民館またはホームページの議事録をご覧ください。

島袋　勉　議員

①
各
行
政
区
に
遊
具
の
復
活
を

村
長
／
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
再
整
備
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

問答

問答 ②
環
境
協
力
税
の
導
入
に
向
け
て

村
長
／「
環
境
協
力
税
」
の
導
入
は
、
現
状
で
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
考
え
て
お
り
ま
す
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県
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ

サ
ポ
ー
ト
運

航
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
去
る
３

月
定
例
会
に
て
、

一
般
質
問
を
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
答
弁
に
よ
り

ま
す
と
「
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｈ
サ
ポ
ー
ト
支
援

に
つ
い
て
、
伊
江

村
、
国
頭
３
村
と

協
力
し
な
が
ら
継
続
的
に
支
援
で

き
る
よ
う
な
方
策
を
取
り
組
む
」

と
あ
り
ま
す
が
、
４
月
の
運
航
休

止
か
ら
約
５
カ
月
も
経
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
運
航
休
止
の
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
運

航
再
開
が
可
能
な
の
か
大
変
危
惧

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
ら

た
め
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
運

航
支
援
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
村
長
の
所
見
を
伺
い

た
い
。Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
の
運

航
支
援
の
現
状
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
月
議
会
に
お
い
て
、

従
前
ど
お
り
北
部
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
で
の
継
続
事
業
に
つ
い

て
、
国
頭
３
村
と
伊
江
村
で
協
議

し
て
、
同
広
域
圏
理
事
会
に
要
請

を
し
て
い
き
た
い
と
答
弁
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
29

年
４
月
６
日

付
で
、
大
宜
味
村
長
、
国
頭
村

長
、
東
村
長
、
伊
江
村
長
の
連
名

で
、
継
続
的
に
多
目
的
へ
リ
運
航

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
同
広
域
圏

理
事
長
宛
て
要
望
書
を
提
出
し
て

お
り
ま
す
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
従
来

通
り
沖
縄
北
部
連
携
促
進
特
別
振

興
事
業
で
の
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト

の
運
航
再
開
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
現
在
の
運
航
体
制
や

12

市
町
村
の
事
業
費
負
担
割
合
を

め
ぐ
り
、
自
治
体
間
に
温
度
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
審
議
の
中
で
、
４
村

に
よ
る
要
望
書
は
、
今
後
、
取
り

下
げ
る
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
同
広
域
圏
や
４
村
を
事
業

主
体
と
す
る
運
航
事
業
の
継
続

は
、
極
め
て
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
北
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
理
事
会

で
の
要
望
書
の
取
り
下
げ
の
正
式

な
決
定
を
受
け
て
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
４
村
が
一
緒
に

足
並
み
を
揃
え
そ
う
で
し

た
が
、
若
干
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
こ
に
は
何
か
い
ろ
い
ろ
と
事
情

が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
、
伊
江
村
が
独
自
で
、
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
の
支
援
が
で
き
な

い
も
の
か
伺
い
た
い
。

伊
江
村
を
含
め
た
４
村
の

要
望
書
の
取
り
扱
い
が
決

定
し
た
後
に
、
伊
江
村
と
し
て
の

対
応
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
。
伊
江
村
と
し
て
事
業
主
体
の

考
え
方
も
一
つ
の
方
策
と
し
て
持

っ
て
い
る
こ
と
は
持
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
伊
江
村
を
除
い
た
11

市

町
村
の
首
長
の
理
解
と
同
意
が
必

要
で
す
の
で
、
今
後
そ
の
辺
の
部

分
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
っ
て
い

く
か
と
い
う
の
が
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
稲

嶺
理
事
長
と
も
、
今
後
胸
襟
を
開

い
て
そ
の
辺
の
必
要
性
を
お
願
い

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

の
11

市
町
村
と
違
っ
て
伊
江
村
は

独
特
な
状
況
に
あ
り
、
伊
江
村
の

診
療
所
の
勤
務
体
制
、
診
療
体
制

に
も
大
き
な
貢
献
が
あ
り
ま
す

し
、
多
く
の
村
民
も
ま
た
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｈ
の
運
航
に
つ
い
て
、
非
常
に
関

心
を
持
っ
て
お
り
、
是
非
継
続
し

て
ほ
し
い
と
い
う
多
く
の
村
民
の

思
い
が
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
を
し

っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
て
、
今
後
の

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
の
運
航
再
開
に
当
た
っ

て
は
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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山城　善彦　議員

問答

問答

①
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
運
航
支
援
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

村
長
／
今
後
の
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
の
運
航
再
開
に
向
け
て
村
と
し
て
最
大
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い



総
合
運
動

公
園
野
球

場
の
整
備
工
事

が
進
む
中
、
日

常
の
話
題
に
上

が
る
こ
と
も
多

く
な
り
、
村
民

の
関
心
も
大
き

く
な
っ
て
お
り

早
い
完
成
、
運

用
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
、
懸
念
を

示
し
て
来
た
人
工
芝
採
用
に
よ

る
、
夏
季
時
の
高
温
に
つ
い
て
、

表
層
温
度
天
然
芝
40

度
に
対
し
、

人
工
芝
で
は
60

度
と
か
な
り
の
温

度
差
が
あ
る
事
を
指
摘
し
て
き
ま

し
た
。
施
設
を
安
全
、
安
心
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の

対
策
や
、
運
用
方
法
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
き
ま
し

た
が
、
現
時
点
で
の
村
当
局
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

現
在
、
総
合
運
動
公
園
野

球
場
整
備
工
事
の
状
況

は
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
、
外
周
ウ
ォ

ー
ル
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
屋

外
ト
イ
レ
等
の
工
事
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
お
説
の
と
お
り
、
一
般
的

に
人
工
芝
は
天
然
芝
よ
り
表
面
温

度
が
高
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
野
球
場

の
人
工
芝
に
つ
い
て
は
、
一
般
的

な
人
工
芝
は
、
パ
イ
ル
が
直
毛
型

の
人
工
芝
が
主
流
で
あ
り
ま
す

が
、
計
画
し
て
い
る
人
工
芝
は
、

野
球
専
用
に
開
発
さ
れ
た
捲
縮
タ

イ
プ
の
人
工
芝
で
、
パ
イ
ル

（
芝
）
に
特
殊
な
捲
縮
加
工
を
施

し
た
「
ち
ぢ
れ
」
タ
イ
プ
で
あ
り

ま
す
。
パ
イ
ル
の
耐
久
性
、
ゴ
ム

チ
ッ
プ
の
飛
散
防
止
、
衝
撃
吸
収

性
を
兼
ね
備
え
、
光
の
照
り
返
し

を
低
減
さ
せ
る
こ
と
で
表
面
温
度

も
抑
制
す
る
「
温
度
抑
制
タ
イ
プ

人
工
芝
」
の
採
用
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
次
に
、
運
用
方
法
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
の
御
質
問
に
お
答

え
を
い
た
し
ま
す
。
野
球
場
内
に

は
４
箇
所
の
散
水
栓
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
散
水
等
で
温
度
上
昇
の
抑

制
な
ど
、
安
全
管
理
の
徹
底
を
図

り
利
用
者
の
安
全
性
、
快
適
性
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

2017 年 12 月　No.159
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農
繁
期
前
に
、
従
業
員
確

保
の
広
告
掲
載
を
個
々
の

農
家
で
県
内
、
県
外
へ
と
情
報
発

信
し
て
い
ま
す
が
近
年
、
反
応
が

鈍
く
従
業
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
従
業
員
の
確
保
は
、
農
家
の
自

助
努
力
が
基
本
だ
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
と
れ
る
の
か
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
農
業
者
団
体
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
連
携
し
外
国
人
就
労
も

含
め
た
雇
用
対
策
協
儀
を
行
っ
て

は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
村
当

局
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

農
業
従
業
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
各
農
業
団
体
や

農
家
個
人
で
広
告
掲
載
し
、
県
内

外
へ
情
報
発
信
な
ど
に
よ
り
、
自

発
的
な
努
力
に
よ
り
確
保
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
、
村
内
の
民

家
体
験
泊
の
増
加
や
、
国
内
の
労

働
力
需
要
の
高
ま
り
な
ど
に
伴

い
、
村
内
、
県
内
外
に
お
い
て

も
、
農
業
従
業
員
、
労
働
力
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
る

と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
雇
用
対
策
の
一
環
と
し

て
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
を
活

用
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
な
ど
か
ら
外
国
人
を
受
け
入
れ

た
農
家
も
村
内
で
４
件
あ
り
、
延

べ
16

名
の
実
習
生
が
研
修
し
、
す

で
に
10

名
は
３
年
の
実
習
期
間
を

終
了
し
、
帰
国
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
で
も
、
今

年
か
ら
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

受
け
入
れ
管
理
団
体
と
な
り
、
受

け
入
れ
態
勢
の
整
備
が
図
ら
れ
て

い
る
状
況
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
実
習
制
度
で
は
、
年
間
を
通

じ
た
雇
用
で
、
最
長
３
年
間
の
制

限
な
ど
が
あ
り
、
受
け
入
れ
る
農

家
の
負
担
感
が
大
き
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
新
た
に
県
が
国
家

戦
略
特
区
制
度
に
基
づ
い
て
、
外

国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
検
討

が
な
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
期
間
や

就
業
形
態
な
ど
の
見
直
し
も
行
わ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
、
農
業
従
業
員
、
労
働

力
確
保
に
つ
い
て
は
、
葉
た
ば

こ
、
花
卉
、
さ
と
う
き
び
等
各
農

業
生
産
団
体
に
お
い
て
も
、
共
通

の
課
題
と
し
て
捉
え
、
Ｊ
Ａ
、
各

農
業
者
団
体
、
関
係
機
関
を
網
羅

し
た
協
議
会
を
設
置
し
、
新
た
な

雇
用
施
策
へ
の
取
り
組
み
や
、
雇

用
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
農
業

経
営
の
安
定
、
農
業
生
産
の
維

持
・
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
支

援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

茨城県で研修を受ける外国人実習生

内間　広樹　議員

①
総
合
運
動
公
園
野
球
場
人
工
芝
採
用
に
よ
る
夏
季
時
の
高
温
対
策
は

村
長
／
安
全
管
理
の
徹
底
を
図
り
利
用
者
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

②
農
業
従
業
員
不
足
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

村
長
／
関
係
機
関
を
網
羅
し
た
協
議
会
を
設
置
し

　
　
　
新
た
な
雇
用
施
策
へ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問答

※一般質問の詳しい内容については公民館またはホームページの議事録をご覧ください。

問答



込
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
（
５
）
屋
内
運
動
場
の
反
射
熱
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
（
１
）
野
球
場
整
備
工
事

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

当
初
、
平
成
29

年
度
完
了
予
定
で

あ
り
ま
し
た
が
、
国
の
財
政
状
況

に
よ
り
、
２
カ
年
遅
れ
の
平
成
31

年
度
の
完
了
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
延

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
競
技

場
エ
リ
ア
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
も
、
実
施
設
計
を
平

成
30

年
度
、
用
地
買
収
を
平
成
31

年
度
、
工
事
を
平
成
32

年
度
開
始

し
、
平
成
34

年
度
完
了
と
な
り
、

当
初
計
画
よ
り
３
カ
年
ほ
ど
の
遅

滞
が
生
じ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
（
２
）
地
権
者
に
対
し
て
は
今
後

４
０
０
メ
ー
ト
ル
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
す
る
競
技
場
エ

リ
ア
建
設
計
画
に
対
し
村
民
の
間

で
は
、
ム
ダ
な
も
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
る
が
質

問
し
ま
す
。

　
（
１
）
こ
の
計
画
が
、
当
初
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
ん
で
い
な

い
理
由
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

　
（
２
）
競
技
場
エ
リ
ア
予
定
地

で
、
反
対
の
農
家
が
出
た
場
合
、

ど
う
対
処
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
（
３
）
完
成
し
た
屋
内
練
習
場
エ

リ
ア
の
当
初
予
定
の
事
業
費
と
、

最
終
的
な
事
業
費
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
（
４
）
野
球
場
エ
リ
ア
の
当
初
事

業
費
と
、
最
終
的
な
事
業
費
の
見

現
在
、
保
育

所
に
入
所
し

て
い
る
３
才
児
の

関
係
者
は
、
村
か

ら
は
何
の
説
明
も

受
け
て
お
ら
ず
、

来
年
度
か
ら
幼
稚

園
に
入
園
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
質
問

を
い
た
し
ま
す
。

　
（
１
）
２
年
保
育

検
討
委
員
会
は
何
回
開
催
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
（
２
）
施
設
、
保
育
体
制
、
保
護

者
負
担
の
面
で
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
具
体
的
な
計
画
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
（
３
）
現
在
、
保
育
所
に
入
所
し

て
い
る
３
歳
児
の
保
護
者
に
対

し
、
村
と
し
て
早
目
に
説
明
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
そ
の
計
画
は

あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
（
１
）
今
年
度
６
月
と
８

月
の
２
回
を
開
催
し
て
お

り
、
検
討
委
員
会
で
は
、
教
育
委

員
会
の
職
員
と
、
宜
野
湾
市
の
普

天
間
幼
稚
園
と
普
天
間
第
二
幼
稚

園
の
２
カ
所
を
視
察
し
、
検
討
委

員
か
ら
「
２
年
保
育
を
す
る
と
な

る
と
、
現
在
の
幼
稚
園
舎
は
狭
隘

で
あ
る
」
「
ト
イ
レ
の
数
が
少
な

い
。
靴
箱
や
収
納
棚
の
整
備
が
必

要
」
、
「
職
員
の
配
置
後
に
は
、
そ

の
職
員
の
研
修
期
間
も
必
要
で

は
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
（
２
）
広
さ
を
確
保
す
る
た
め
伊

江
幼
稚
園
は
、
東
側
に
増
築
し
、

西
幼
稚
園
は
、
北
側
に
増
築
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
靴
箱

や
か
ば
ん
等
を
入
れ
る
棚
、
男
女

の
ト
イ
レ
の
増
設
等
が
必
要
と
な

り
、
保
育
体
制
に
つ
い
て
は
、
両

園
そ
れ
ぞ
れ
、
正
職
員
２
人
、
臨

時
職
員
１
人
、
預
か
り
保
育
臨
時

職
員
２
人
の
体
制
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
保
護
者
負
担
の
面
で
は
、

現
在
の
保
育
料
を
勘
案
し
、
保
育

所
で
預
け
る
場
合
と
比
較
し
て
、

幼
稚
園
授
業
料
と
預
か
り
保
育
料

を
合
計
し
た
場
合
、
保
護
者
負
担

が
増
額
に
な
ら
な
い
よ
う
幼
稚
園

授
業
料
等
を
減
免
す
る
等
、
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
（
３
）
実
施
に
向
け
て
見
通
し
が

つ
い
た
段
階
で
入
園
前
の
保
護
者

へ
の
説
明
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
施
設
整
備
等
、
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
説

明
会
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。
９
月
中
に
は
、

平
成
31

年
度
か
ら
２
年
保
育
を
実

施
す
る
旨
を
、
現
３
歳
児
以
下
の

保
護
者
全
員
へ
通
知
す
る
と
共

に
、
今
年
度
中
に
保
護
者
向
け
説

明
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

10

と
も
、
地
権
者
へ
の
丁
寧
な
説
明

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
個
別
説
明
等
を
実
施
い
た
し

ま
し
て
、
御
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
３
）
当
初
予
定
事
業
費
は
、
14

億
７
，
６
５
１
万
円
で
最
終
的
な

事
業
費
は
、
15

億
５
４
７
万
円
、

負
担
割
合
で
は
、
国
庫
負
担
額
が

11

億
９
，
４
０
５
万
円
、
村
負
担

額
が
、
３
億
１
，
１
４
２
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
４
）
当
初
事
業
費
は
、
15

億

８
，
３
５
３
万
円
で
、
最
終
的
な

事
業
費
の
見
込
み
は
、
16

億
９
，

６
９
３
万
円
、
負
担
割
合
は
、
国

負
担
額
が
、
12

億
７
，
２
７
０
万

円
、
村
負
担
額
は
、
４
億
２
，
４

２
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
５
）
反
射
熱
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
現
地
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

し
て
、
改
善
対
策
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
、
事
業
実
施
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
地
権
者
及
び
農
家
に

不
利
益
が
出
な
い
よ
う
全
庁
体
制

で
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

※

そ
の
他
名
嘉
議
員
か
ら
「
２

０
１
８
年
度
か
ら
国
保
の
財

政
運
営
が
市
町
村
か
ら
県
に

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

議会広報 2017 年 12 月　No.159

名嘉　實　議員

②
総
合
運
動
公
園
の
競
技
場
エ
リ
ア
建
設
計
画
に
つ
い
て

村
長
／
事
業
実
施
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
全
庁
体
制
で
取
組
ん
で
い
き
た
い

①
幼
稚
園
の
２
年
保
育
計
画
に
つ
い
て

教
育
長
／
今
年
度
中
に
保
護
者
向
け
説
明
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い

問

問

答

答

※一般質問の詳しい内容については公民館またはホームページの議事録をご覧ください。
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平成29年第7回定例会議決の結果

平成28年度沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報告書の提出について

健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

農業委員の任命について（資料P15掲載）

平成28年度伊江村一般会計歳入歳出決算の認定について

平成28年度伊江村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

平成28年度伊江村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成28年度伊江村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成28年度伊江村水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

平成28年度伊江村船舶運航事業会計利益の処分及び決算の認定について

平成29年度伊江村一般会計補正予算（第４号）

平成29年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成29年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第２号）

伊江村地域福祉計画策定委員会設置条例の制定について

伊江村障害者計画策定委員会設置条例の制定について

伊江村情報公開及び個人情報保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について

伊江村税条例の一部を改正する条例の制定について

伊江村固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について

村民レク広場備品購入の契約について

選挙管理委員及び補充員の選挙について（資料P15掲載）

MV‐22オスプレイの度重なる緊急着陸に対する意見書について（資料P13掲載）

MV‐22オスプレイの度重なる緊急着陸に対する抗議決議について

報告第７号

報告第８号

同意第４号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

選挙第1号

意見書第2号

決議第1号

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

議員

議員

9月20日

9月21日

9月20日

9月22日

9月22日

9月22日

9月22日

9月22日

9月22日

9月21日

9月21日

9月21日

9月20日

9月20日

9月21日

9月21日

9月21日

9月20日

9月20日

9月22日

9月22日

原案報告

原案報告

原案同意

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

当選

原案可決

原案可決

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果



12

議会広報 2017 年 12 月　No.159

平成29年第8回臨時会議決の結果

平成29年度伊江村一般会計補正予算（第5号）議案第54号 村長 10月4日 原案可決

平成29年第9回臨時会議決の結果

米軍大型輸送ヘリCH53E型機の事故に抗議する意見書（資料P14掲載）

米軍大型輸送ヘリCH53E型機の事故に抗議する決議

意見書第3号

決議第2号

議員

議員

10月30日

10月30日

原案可決

原案可決

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

平成29年第10回臨時会議決の結果

伊江島はにすくに空調設備改修工事（機械設備）の請負契約について

平成29年度伊江村一般会計補正予算（第６号）

平成29年度伊江村診療所特別会計補正予算（第２号）

議案第55号

議案第56号

議案第57号

村長

村長

村長

11月13日

11月13日

11月13日

原案可決

原案可決

原案可決

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

意見書を読みあげる島袋議長

意見書提出
　６月６日、コックピット警告灯の点灯により

伊江島補助飛行場に緊急着陸した機体が、８月

29日に大分空港に緊急着陸。極めて危険性が高

いため、９月22日の第７回定例会において

MV-22オスプレイの度重なる緊急着陸に対す

る意見書と抗議決議を全会一致で可決した。９

月27日には全議員で中嶋浩一沖縄防衛局長へ意

見書を提出し、抗議を行った。

　また、10月30日の第９回臨時会では10月

11日、東村高江集落に緊急着陸し炎上・大破し

た米軍大型輸送ヘリCH53E型機の事故に関す

る意見書と抗議決議を全会一致で可決した。国

及び米軍関係機関へ意見書と抗議決議を提出し

た。

意見書提出 再三の米軍関係事故に全議員で要請行動

伊江村議会として意見書を提出

再三の米軍関係事故に全議員で要請行動
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意見書第２号

MV－22オスプレイの度重なる緊急着陸に対する意見書

　米軍普天間基地所属のMV－22オスプレイが、去る８月29日午後６時34分、民間専用の大分空港に緊

急着陸した。その後、機体からは白煙や炎が上がったとの報道があった。

　同機は、６月６日伊江島補助飛行場でコックピットの警告灯点灯による緊急着陸した同一機である。

８月28日にも米軍岩国基地で白煙を上げるなどトラブルが相次いでいる。

　同型機は、８月５日にもオーストラリア東海岸での訓練中に搭乗員３名の死者を出す重大な事故を

起こし、その原因究明の結果や再発防止策が公表されないままに、このような事態が起きたことに対

し、米軍の整備体制や安全管理への取組に疑問を持たざるを得ず、強い憤りを覚えるものである。

　これまで再三再四、関係機関へ強く要請を行ってきたが、相次ぐ緊急着陸や事故が発生しているこ

とは、伊江島補助飛行場を抱える本村にとって常に危険と隣り合わせの生活を余儀なくされ、村民の

不安と恐怖は極限に達している。

　よって、本村議会は村民の尊い生命及び財産並びに安全・安心な生活を守る立場から、伊江島補助

飛行場を含むオスプレイの度重なる緊急着陸及び事故に対し、米軍及び関係当局に厳重に抗議すると

ともに、下記事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

　　１．同型機の飛行を即時中止するとともに、事故原因を徹底究明し、速やかに公表すること。

　　２．実効性のある再発防止策を講じ、実施状況を明らかにすること。

　　３．日米地位協定を抜本的に改定すること。

　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成29年９月22日

沖縄県国頭郡伊江村議会

　

　　　

　　　あて先：内閣総理大臣、防衛大臣、外務大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

　　　　　　　沖縄防衛局長

※同様に抗議決議を米軍関係機関へ提出しました。
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意見書第３号

米軍大型輸送ヘリCH53E型機の事故に関する意見書

　平成29年10月11日午後５時半頃、沖縄県北部地域東村高江集落の民間地に米軍大型輸送ヘリCH53E

型機が緊急着陸し、炎上・大破した。

　事故現場は、民間所有の牧草地で刈取作業がピークを迎える中、所有者は別の畑で作業をしており、

危うく難を逃れた。さらに、事故現場から最も近い住宅地まで約300mの距離で、一歩間違えれば人命

にかかわる大惨事になりかねない重大な事故である。又、現場から、福地ダムの流域界までわずか

400mで、本島全域の飲用可能な水（上水道）の６割が送水されており、県民に不安な声が広がってい

る。

　平成16年に宜野湾市の沖縄国際大学に墜落した同型ヘリや、平成25年に宜野座村内に墜落炎上した

HH60G型機など、これまでも県内では米軍航空機による事故が繰り返されている。

　北部地域において、伊江島補助飛行場や北部訓練場、キャンプシュワブ、キャンプハンセン等、多

くの米軍訓練施設が存在し、昼夜を問わずヘリなどの飛行訓練が頻繁に行われ、事故も発生している

ことから、飛行経路となっている集落や着陸帯に隣接する地域住民を不安に陥らせている。

　このような中、名護市における米軍オスプレイ墜落事故から１年も経たないうちに、今度は大型輸

送ヘリが東村の民間地で炎上・大破した事故が発生したことは、極めて遺憾であり、沖縄の基地負担

軽減を掲げる日米両政府の責任は重大である。

　伊江村議会は、過去に同様な事故が発生するたびに、幾度となく抗議決議を行い、米軍への再発防

止や飛行停止を訴えてきたが、またもや原因究明や再発防止策の説明がないまま飛行が再開された。

　このように住民の安全・安心に配慮せず、不安な思いを真摯に受け止めない日米両政府に対し、激

しい憤りを禁じ得ない。

　よって、伊江村議会は住民の生命と財産を守る立場から今回の事故に対し、厳重に抗議するととも

に、同型機ヘリの飛行中止を求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年10月30日　　　

　沖縄県国頭郡伊江村議会

　

　　　

　　　あて先：内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣、外務省全権大使沖縄担当、

　　　　　　　沖縄防衛局長

※同様に抗議決議を米軍関係機関へ提出しました。
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研 修 報 告
T r a i n i n g  r e p o r t

全議員　H29年10月12日

　今回は、「議会力のアップについて」と題し新

潟県立大学准教授の田口一博氏を迎え、地方が

どのように自律するかを決めるのは議会、他県

の事例を踏まえ講演が行われた。

　また、「沖縄県の日米地位協定の見直しに関す

る要請について」沖縄県知事公室長の謝花喜一

郎氏が、東村で起きた米軍大型輸送ヘリ事故の

対応についてなど現在の状況について講演が行

われた。
田口氏による講演

農業委員及び選挙管理委員紹介農業委員及び選挙管理委員紹介農業委員及び選挙管理委員紹介

農　業　委　員

玉　城　増　生（川 平 区）

知　念　正　和（東江前区）

大　城　貴　子（西 崎 区）

玉　城　正　芳（西江前区）

知　念　雄　二（西江上区）

東　江　良　和（阿 良 区）

知　念　順　司（真 謝 区）

大　城　　　進（東江上区）

西　江　　　正（東江上区）

選挙管理委員

東　江　勝　秋（東江上区）

城　間　正　治（東江前区）

金　城　八重子（西江前区）

照　屋　善　市（西 崎 区）

沖縄町村議会議員・事務局研修会
「議会活性化」とは！
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総務常任委員会
日　程：平成29年９月７日（木）～11日（月）

参加者：渡久地政雄委員長、亀里敏郎副委員長、名嘉實委員

　　　　知念一吉委員、島袋義範議長、事務局１名、執行部２名

　平成22年度発表の都道府県別平均寿命では沖縄県が男性79.4歳（30位）、女性87.02歳（３位）と

なっており『沖縄の健康が危ない』と言われ、男女とも平均寿命日本一の長野県を調査してきました。

　また、東京では豊島市場においてアジアン野菜の調査を行い、宮城県では、東日本大震災の

被災地石巻市と女川町の復興現場を視察し、６年が経つ現在でも十分とは言えないものの復興

は着実に進み、海岸線には「海岸堤防」「津波避難タワー」「高盛土道路」が整備され津波対策

がなされていました。また、第11回全国和牛能力共進会（第５区）では、これまでの最高位とな

る優等７席の好成績で伊江島牛の名声を広め、畜主及び関係者の皆様に感謝いたします。2022

年鹿児島大会への出品と上位入賞を期待し、総務常任委員会の所管事務調査報告とします。

総務常任委員会総務常任委員会

長野県庁での意見交換 長野シルバー人材センターでの様子

9/8

豊島市場での様子

9/9

石巻市のボランティアガイドにより震災の説明

9/9

復興を進める女川町の様子

9/9

9/8

健康第一全議員
ダイエットチャレ

ンジ！

今回の所管事
務調査を活か

し、９月22

日から体重測
定を実施、1

2月定例会後

に変化はある
のか？

乞うご期待…

健康第一全議員
ダイエットチャレ

ンジ！
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経済・公営企業常任委員

　　　所管事務調査 研修報告
経済・公営企業常任委員

　　　所管事務調査 研修報告
経済・公営企業常任委員

　　　所管事務調査 研修報告
日　程：平成29年９月８日（金）～12日（火）

参加者：知念一邦委員長、内間広樹副委員長、内田竹保副議長、山城善彦委員

　　　　島袋勉委員、事務局１名、島袋秀幸村長、執行部１名

　平成29年９月８日より12日の日程で、経・公委員５名、村長、行政職員１名、事務局１名で、村の産

業振興に資することを目的とし、宮城県、山形県、茨城県の先進地調査を行った。南三陸町では災害地

復興視察、宮城総合運動公園及び合宿施設の視察や全国和牛能力共進会では視察及び激励を行った。

　また山形県では本村から多くの子牛を購買している（株）スカイファームおざき、JAみちのく村山と

意見交換を行い、茨城県では本村でキャンプを行っている日立製作所野球部を表敬し、その後グリーン

ビジネス協同組合において外国人技能実習生の就労現場視察や意見交換等、有意義な調査となり今後の

委員活動、議員の施策提言の参考として取組んでいきたい。

南三陸町では仮設献花台で献花を行った 宮城県総合運動公園の合宿施設の様子

9/9

（株）スカイファームおざきで尾崎専務より現状説明

9/10

第11回全国和牛能力共進会会場の様子

9/10

日立製作所野球部に表敬

9/11

グリーンビジネス協同組合での意見交換

9/11

9/9
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“みんなの声” 
　  聞いてみました

まつやま まさひろ　　　

松山 正浩（57）

（東江前区）

　兵庫県の出身で、沖縄観光コンベンションビュー

ローから今年４月に伊江村観光協会事務局長として

本村に赴任してきました。　

　本村に多くの観光客が訪れるよう、各方面とタ

イアップして観光振興の向上に取組んでいます。

　多くの観光客が島に訪れたいがフェリーの乗船人数

制限により諦めてしまうことがあり、今後、本部港に大

きな旅客船が接岸することから増便を検討して欲しい。

松山さんから一言

電話対応に追われる職員

たましろ ゆずる　　

玉城 譲（52）

（川平区）

　株式会社こころの代表取締役を務め、14年前か

ら民泊を行い、当初は年間300名の受入から始ま

り現在では年間延べ32,000名（平成28年度）の受

入を行っています。

　養殖場の一部を利用し、ハイビスカス等を植栽して迷

路を作り子供たちが遊べる場所を増やして欲しい。

　また、港の近くに人工ビーチ等があれば、観光客も子

供たちも、いろいろな体験ができ楽しめると思います。

玉城さんから一言

別れを惜しむ子供たち

ふるげん こういち　　　

古堅 幸一（61）

（西江上区）

　伊江村観光協会会長を務め３年目、観光協会全体

として、民泊（民家体験泊）では年間延べ18,000名（平

成28年度）の修学旅行生が本村を訪れています。

　これからも多くの修学旅行生が安心して、いろい

ろな体験が出来るよう島は1つという気持ちで頑

張っていきたいと思います。

　あと、島に移住したくても出来ない人がいるので

古民家改築等住める場所を増やして欲しい。

古堅さんから一言

海を見てはしゃぐ長野県の子供たち

村内の産業や各地域で頑張っている

方々にスポットをあて、地域の声を

掲載しています。第5弾として観光

業に携わる皆さんに聞きました。

伊江村観光振興連絡協議会
い　え　そんかんこうしんこうれんらくきょうぎ かい

伊江村長及び観光に携わる15機関で構成したメンバー

で協議を行っています。
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私たちの未来私たちの未来
村内の子供達に

将来の伊江島について聞いてみました。

伊江小学校 6 年

石川 美葉（いしかわ うるは）

　私は、基地をなくして大きなデパートを建て、その
中には映画館や洋服屋やケーキ屋を入れ、観光地を利
用した結婚式を挙げられるとこを造ったら働く人が増
えて人口も増えると思います。
　また、伊江島と本部町を結ぶ橋を造るなら、ビーチが汚
れないように橋をかける場所は皆で考えて造りたいです。
※将来の夢は、動物に携わる仕事か、料理関係か、ウエ
ディングプランナーになりたいです。そのために犬の
世話をしたり、家で料理の手伝いも頑張っています。

西小学校 6 年　

下門 南生（しもじょう なお）

　僕は、城山の近くに植栽をして島をもっと緑豊かに
し、海も地域の人やボランティアの方々で綺麗にした
り、基地を小さくして、その跡地に自然体験もできて
宿泊できる観光施設を造って観光客をよびたいです。
　また、島と本島を繋ぐ橋を造り、いつでも島に来れ
るようにしたいです。
※将来の夢はサッカー選手です。好きな選手はバル
セロナのスアレス選手のようなドリブルが上手な
選手になりたいです。

　スアレス選手みたいになれるよう、走る練習や
シュート練習を頑張っています。

伊江中学校 3 年

金城 空逢（きんじょう あくあ）

　私は、今の伊江島も大好きだけど、もっと沿道にハ

イビスカスやユリ等の草花を植栽して、道を歩いてい

ても、車でドライブしていても誰もが笑顔になれるそ

んな明るい島にできたら良いと思います。

　また、島には島の良さがたくさんあるので、その魅

力を全国に発信できたらと思います。

※将来の夢は日本とアメリカを拠点に世界で活躍す

る女優、ダンサーになりたいです。

　子供ができたら伊江中学校に通わせたいです。

東江上区

川平区

阿 良 区

Vol.2Vol.2



20

議会広報

ワッタウムイ
「ワッタウムイ」とは伊江島の方言で「私たちの思い・考え・真心・愛情」という意味。

来年は絶対に

全国優勝

したいです

朝ご飯をしっかり

食べ、今日も１日

元気なあいさつ♪

依頼があれば

いつでも

訪問します 離島フェアでの紙芝居発表

全国大会で３位入賞を果たした島袋さん

老人クラブによる朝の挨拶運動の様子

2017 年 12 月　No.159

　「島くとぅば」での読み聞かせをボ

ランティアで行っている、玉城美千代

（たましろみちよ）さん、新島初枝（にい

じまはつえ）さん、長嶺照子（ながみね

てるこ）さん、知念レイ子（ちねんれい

こ）さん、知念光江（ちねんみつえ）さん、

西江幸子（にしえさちこ）さんは、本村の

方言を研究している生塩睦子（おしおむ

つこ）先生から方言を教わり、方言での

紙芝居や歌などを作成し、保育園や小学

校の他、離島フェアでの「島くとぅば」紙

芝居は大好評でした。

　毎週金曜日に、伊江小学校の正門で「あ

いさつ運動」を行う老人クラブの皆さん、

朝から子供たちの明るく元気な声を聞く

と、自分達が元気をもらい、今日も 1日頑

張るぞって気持ちになります。

　これからも「あいさつ運動」を通して子

供たちとコミュニケーションを図ってい

きたいです。

　第20回全日本小学生女子相撲大会が

大阪の堺市で開催され伊江西相撲クラ

ブの島袋心海（しまぶくろしんか）さん

が４年生の部で出場し見事３位に輝き

ました。

　



21

2017 年 12 月　No.159 議会広報

4日：

7日～11日：

8日～12日：

14日：

14日：

17日：

18日：

20日～22日：

21日：

26日：

27日：

27日：

2日：

2日～3日：

4日：

4日：

5日～6日：

7日：

8日：

11日：

12日：

16日：

18日：

24日：

30日：

2日：

2日：

3日：

5日：

6日～7日：

8日：

9日：

11日：

13日：

17日：

17日：

18日：

19日～23日：

20日：

21日：

26日：

オスプレイ飛行中止に伴う要請（議長）嘉手納町

所管事務調査　長野県・東京都・宮城県（総務常任委員会）

所管事務調査　宮城県・山形県・茨城県（経・公常任委員会）

議会運営委員会

全員協議会

第62回伊江村陸上競技大会

老人ホームいえしま「敬老会」（議長）

定例会（全議員）

JA園芸生産組合総会（議長）

第40回北部地区畜産共進会（議長・経・公委員）今帰仁村

オスプレイ飛行中止に伴う要請（全議員）嘉手納町

伊江村和牛改良組合総会及び全共解散総会（議員）

伊江村農業委員辞令交付式（副議長）

北部議長会理事会・総会（議長）伊平屋村

葉たばこ販売激励（全議員）

第8回臨時会（全議員）

県町村議長会定例理事会（議長）北大東村

第33回やんばる産業祭りオープニング（議長）名護市

西江前区民俗芸能発表会（議員）

県町村議会議長会定例総会（議長）那覇市

県町村議会議員研修会（議員）糸満市

葉たばこ販売終了会（議長）

村観光振興推進協議会（議長・経・公委員長）

議会運営委員会

第9回臨時会（全議員）

全国火災予防運動に係る防火デー（議員）

汚水処理施設整備計画検討委員会（議長・経・公委員長）

第43回沖縄県畜産共進会（議長・経・公委員）糸満市

西小学校運動会

県議会総務企画委員来村

　（議長・総務委員長・経・公委員長）

村民俗芸能激励会（議長）

阿部慎之助選手の観光親善大使への

　　就任式及び激励会（議員）

伊江村民俗芸能発表会

第10回臨時会（全議員）

北部港運創立50周年祝賀会（議長）本部町

パラシュート落下事故現場確認（全議）

2017離島フェア（議長・総務委員）那覇市

地方自治法施行70周年記念式典（議長）東京

第36回離島市町村議会議長全国大会（議長）東京

第61回町村議会議長全国大会 （議長）東京

広報委員会

パラシュート降下訓練に伴う抗議要請（副議長）嘉手納町

伊江村郷友会運動会（議員）南風原町

9月

平成29年

10月

11月

議会の活動

北部畜産共進会での審査状況

西江前区民俗芸能発表会の様子

阿部選手とステージを楽しむ皆さん

多くの客でにぎわう離島フェア



編集後記
傍聴を希望される方は、お気

軽に議会事務局までお問い合

わせください。

　昨年から、「みんなの声聞いてみました」や前号より「私

たちの未来」など、地域産業や子供たちの夢を取材し広報

誌制作を行っています。

　これからも村民みなさまに、興味のもてる議会広報誌を

制作していきたいと思いますので宜しくお願いします。皆様

の声をお待ちしています。

議会広報事務局　知念一史

傍聴席へどうぞ

TEL 0980-49-2924（直通）

▲ 題字を書いていただいた知念静枝さん

　大正10年10月10日生まれ（96歳）

　（東江前・屋号 ごんいちんやー）

題字提供はこの方

わーどぅ

はちゃん

どー

　いつもお元気で誰にでも優しい静枝

さん。手先がとても器用で編み物が得

意！！帽子作りに励まれています。

　96歳になった今でも、毎日、日記

を書く事を習慣にされている、すごい

静枝さんです。

題字執筆者紹介
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